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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 8,733 △3.2 857 △14.5 885 △13.2 432 △20.0
22年3月期第2四半期 9,025 △2.5 1,003 △4.8 1,019 △4.1 540 △10.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 89.35 ―
22年3月期第2四半期 110.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 9,906 7,114 71.6 1,464.34
22年3月期 9,800 6,918 70.3 1,423.76

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,090百万円 22年3月期  6,893百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 45.00 45.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 45.00 45.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,819 △2.9 1,732 △15.1 1,770 △14.3 931 △18.8 192.28



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表
に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  5,385,600株 22年3月期  5,385,600株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  543,602株 22年3月期  543,602株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  4,841,998株 22年3月期2Q  4,892,116株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、一部の企業で収益改善の兆しがみられ、ま

た、個人消費の持ち直しの動きが見られましたが、依然として続く厳しい雇用情勢や海外景気の下振れ懸

念、デフレの影響などにより、急速な回復は見込めない状況にあります。 

 当社グループの主要顧客であります流通小売業においては、依然として厳しい経営環境が続いておりま

す。 

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①国内実地棚卸サービス事業 

 国内実地棚卸サービス事業は、Ｇ．Ｍ．Ｓ．（注）および100円ショップ等のその他の業態で売上が剥落

しました。 

 

②その他 

 海外実地棚卸サービス事業は堅調に推移したものの、人材派遣サービス事業は国内の経済状況を反映し

て依然厳しさが続いております。 

 

 こうした中で、当社の情報システム部門において、前年からフィールドの生産性および品質の向上をは

かる為、社内システムの開発に取組んできました。複雑な設計による開発工数の肥大化および操作上の反

応悪化等が見込まれることから、独自基盤等の開発を見送ることとしました。今後は既存の技術やスキル

を活用し、フィールド生産性および品質の向上に資する改良したシステムを開発して参ります。これに伴

い、システム投資額の損失102百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

 これらの結果から、当第２四半期連結累計期間における売上高は8,733百万円（前年同四半期比3.2％

減）、営業利益は857百万円（前年同四半期比14.5％減）、経常利益は885百万円（前年同四半期比13.2％

減）、四半期純利益は432百万円（前年同四半期比20.0％減）となりました。 

  

（注）Ｇ．Ｍ．Ｓ．（General Merchandise Store） 

   大衆実用品のうち、新機能開発品主力の総合店。いわゆる日本型大型総合スーパーであります。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は9,906百万円（前連結会計年度比1.1％増）となりまし

た。これは、主として現金及び預金が増加したことによるものです。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における総負債は2,791百万円（前連結会計年度比3.2％減）となりまし

た。これは、主として未払法人税等が減少したことによるものです。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は7,114百万円（前連結会計年度比2.8％増）となりまし

た。これは、主として利益剰余金の増加によるものです。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、3,125百万円（前年同四半期比145百万円

の増加）となりました。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、715百万円の増加（前年同四半期比156百万円の減少）となり

ました。これは、主として法人税等の支払額が408百万円(前年同四半期559百万円）及び税金等調整前四

半期純利益が770百万円(前年同四半期962百万円）によるものです。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、412百万円の減少（前年同四半期比299百万円の増加）となり

ました。これは主として定期預金の預入による支出317百万円(前年同四半期204百万円）によるもので

す。 
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③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、247百万円の減少（前年同四半期比27百万円の減少）となりま

した。これは主として配当金の支払額217百万円(前年同四半期220百万円）によるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループの主要顧客である流通小売業において、下半期についても上半期同様の厳しい市場環境

が継続すると予想されます。 

そのため、平成23年3月期の通期連結業績予想については、売上高および売上総利益の確保が依然とし

て困難な趨勢となると予測し、5月10日公表の通期業績予測を下記のとおり修正いたします。 

平成23年３月期の通期連結業績予想数値の修正 

(平成22年４月1日～平成23年３月31日) 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

一株当り当期純

利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想(A) 18,547 2,050 2,071 1,153 238.29 

今回発表予想(B) 17,819 1,732 1,770 931 192.28

増減額(B-A) △ 728 △ 318 △ 301 △ 222 -

増減率(%) △ 3.9 △ 15.5 △ 14.5 △ 19.3 -

(ご参考)前期実績 

(平成22年３月期) 
18,358 2,039 2,066 1,147 235.00 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人税等調整額は法人

税等に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,843,768 3,585,533 

受取手形及び売掛金 2,277,509 2,327,900 

貯蔵品 65,724 77,531 

その他 339,543 311,799 

貸倒引当金 △1,714 △1,962 

流動資産合計 6,524,830 6,300,801 

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,234,540 1,233,012 

その他（純額） 914,844 949,249 

有形固定資産合計 2,149,384 2,182,261 

無形固定資産 458,407 524,780 

投資その他の資産   

その他 789,589 808,768 

貸倒引当金 △16,085 △16,378 

投資その他の資産合計 773,504 792,390 

固定資産合計 3,381,296 3,499,432 

資産合計 9,906,126 9,800,234 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 20,000 20,000 

1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000 

未払金 1,300,073 1,319,409 

未払法人税等 359,845 453,669 

賞与引当金 309,298 311,295 

役員賞与引当金 35,480 66,020 

その他 373,560 287,900 

流動負債合計 2,458,257 2,518,294 

固定負債   

長期借入金 195,000 225,000 

退職給付引当金 － 700 

債務保証損失引当金 50,000 50,000 

その他 88,035 88,123 

固定負債合計 333,035 363,824 

負債合計 2,791,293 2,882,119 
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 475,000 475,000 

資本剰余金 489,665 489,665 

利益剰余金 7,540,836 7,326,107 

自己株式 △1,307,764 △1,307,764 

株主資本合計 7,197,738 6,983,008 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △69,617 △59,346 

為替換算調整勘定 △37,811 △29,837 

評価・換算差額等合計 △107,428 △89,183 

少数株主持分 24,524 24,290 

純資産合計 7,114,833 6,918,115 

負債純資産合計 9,906,126 9,800,234 
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 9,025,763 8,733,774 

売上原価 6,673,013 6,492,327 

売上総利益 2,352,750 2,241,446 

販売費及び一般管理費 1,349,679 1,384,156 

営業利益 1,003,070 857,290 

営業外収益   

受取利息 1,900 2,193 

受取配当金 5,455 5,938 

受取賃貸料 13,048 20,737 

その他 6,843 15,447 

営業外収益合計 27,247 44,316 

営業外費用   

支払利息 250 1,451 

賃貸費用 8,480 13,829 

その他 1,893 1,155 

営業外費用合計 10,623 16,436 

経常利益 1,019,694 885,170 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 518 259 

特別利益合計 518 259 

特別損失   

固定資産除却損 198 9,411 

投資有価証券評価損 57,201 2,999 

減損損失 － 102,991 

特別損失合計 57,400 115,403 

税金等調整前四半期純利益 962,812 770,027 

法人税等 421,121 337,173 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 432,853 

少数株主利益 996 234 

四半期純利益 540,694 432,619 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 962,812 770,027 

減価償却費 139,030 162,102 

減損損失 － 102,991 

賞与引当金の増減額（△は減少） 67,202 △1,996 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △32,780 △30,540 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,395 △700 

受取利息及び受取配当金 △7,355 △8,132 

支払利息 250 1,451 

投資有価証券評価損益（△は益） 57,201 2,999 

売上債権の増減額（△は増加） 127,740 47,983 

未払金の増減額（△は減少） 155,193 △9,052 

未払消費税等の増減額（△は減少） △44,913 19,922 

その他 4,880 61,902 

小計 1,425,866 1,118,959 

利息及び配当金の受取額 6,511 6,770 

利息の支払額 △250 △1,451 

法人税等の支払額 △559,937 △408,349 

営業活動によるキャッシュ・フロー 872,190 715,929 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △204,822 △317,373 

定期預金の払戻による収入 8,902 110,000 

有形固定資産の取得による支出 △352,354 △108,625 

有形固定資産の売却による収入 34,041 33,669 

無形固定資産の取得による支出 △136,682 △130,570 

投資有価証券の取得による支出 △3,000 － 

関係会社株式の取得による支出 △41,946 － 

差入保証金の差入による支出 △26,302 △14,409 

差入保証金の回収による収入 13,964 18,614 

その他 △3,731 △3,993 

投資活動によるキャッシュ・フロー △711,930 △412,689 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △30,000 

自己株式の取得による支出 △189 － 

配当金の支払額 △220,161 △217,585 

財務活動によるキャッシュ・フロー △220,351 △247,585 

現金及び現金同等物に係る換算差額 7,800 △4,046 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △52,291 51,607 

現金及び現金同等物の期首残高 3,031,839 3,073,920 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,979,548 3,125,527 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 該当事項はありません。 

以上 
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